
第三次健康ふくしま２１計画（２０２４➤２０３５）

○本県の健康づくり
分野における施策を
中長期的な視点で
総合的・計画的に
進めるための
「基本指針」

○県民をはじめ、家庭、
学校、職域が一体と
なって取り組む
「行動計画」

○県民をはじめとして、
地域・職域の多様な
主体がそれぞれの
役割のもと、
力をあわせ

「オールふくしま」で
計画を推進

 誰もがすこやかにいきいきと活躍できる 
笑顔あふれる健康長寿ふくしまの実現 基本理念 

 
①全ての県民に対し個々の状況に応じた最適な健康づくり施策の展開 
②健康課題・健康指標の改善につながるより実効性のある取組の推進 

基本方針 

基本理念

ふくしまっ子を支える切れ目のない食育推進について
（食環境整備の取組について） 健康づくり推進課

資料４
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本県の健康指標 現状と課題

○平均寿命は全国ワーストクラス、健康寿命は全国下位の水準
平均寿命と健康寿命の差を縮小させることが重要

○肥満傾向児出現率は、
多くの年齢で全国平均を上回っている

○生活習慣に関する健康指標は
全国ワーストクラスが多い状況

成人の状況 子どもの状況

食に関する課題

出典：令和４年度学校保健統計（学校保健統計調査報告書）

出典：第三次健康ふくしま２１計画

出典：第三次健康ふくしま２１計画 ２



基本目標と主要施策

○「健康寿命の延伸と健康格差の縮小」を基本目標に位置付け、主要施策を展開
○「肥満・食塩・喫煙」の３点を重点的に改善を図る健康課題に位置付け、
重点スローガン「みんなでチャレンジ！減塩・禁煙・脱肥満」を設定

○合計９５の目標項目・目標値を設定
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子どもを取り巻く食環境整備の推進

食環境の整備
県民に知ってほしいこと ①食事の適量 ②適切な塩分濃度

子どもの健康づくりの重要性
○幼少期から、より健康的な生活習慣を形成することは、成人期、高齢期等の

生涯を通じた健康づくりにつながる。
○子どもの健康指標の改善に向けては、幼少期からの健康的な食習慣・運動

習慣の形成とともに、子ども自らが自身の健康状態に興味・関心を持つこと
が重要。

スーパーで
○おいしく適塩な惣菜等の

開発と販売
○ベジ・ファーストの実践を

促す環境づくり

事業所で
○食塩摂取量の実態把握
○従業員の

適塩＋適量教育

新聞・メディアで
○定期的な情報発信、関心を高める仕掛け、簡単にできる手法の発信等

4福島県保健福祉部健康づくり推進課ネットワーク強化会議で推進体制を整備 企業等を巻き込んだ
食環境づくりを推進
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